
 

理科（科学と人間生活）学習指導案 
指導者 ○○ ○○  

 
１ 履修単位数   ２単位 
２ 実施日時    令和７年○月○日（○） 第○時限 
３ 学級      ○○ＨＲ(○名) 
４ 使用教科書   科人７０２ 科学と人間生活(実教出版) 
５ 単元名     食品にかかわる物質 

６ 単元設定の理由 
(1) 単元観 

   すでに中学家庭科で食品に含まれる栄養素や中学理科で代表的な消化酵素について学

習をしている。本単元では、それぞれの栄養素の構造について理解したり、酵素が化

学反応を促進している物質であることを理解したりする。また、実際に身体の中で起

きていることを再現するために実験を行い、酵素が化学反応を促進していることを確

認し、理解する。 
(2) 生徒観 

   本クラスは、意欲的に授業に取り組む生徒が多く、質問に対しても積極的に答えてく

れる生徒が多い。その一方で自己主張が苦手な生徒もおり、相手に意見を伝えることが

苦手な生徒もいる。卒業するまで同じクラスの仲間であり、コミュニケーションを取る

ことは非常に大事である。授業の中で一緒に協力してやり遂げる力や大切さを知るきっ

かけになればと期待する。 
(3) 指導観 

   本単元では身近な食品中の成分を題材とすることで、生命の維持や健康、快適な生活

にどのように利用されているか関心を持たせ、その構造や性質を理解させる。また、

酵素についての実験を行い、酵素の性質や特徴について探究させる。実験を行うこと

により、生徒への学力の定着を図るとともに、科学的な見方や考え方を養い、科学に

対する興味・関心を高めたいと考え、この単元を設定した。 
 
 
７ 単元の目標  
(1) 高分子化合物がどのような構造をしているか理解をする。 
(2) 食品に含まれる栄養素についてそれぞれの栄養素がどのように分解され、体内に

吸収されるかを理解し、生命維持や健康との関係性を見出す。 
(3) 食品中の成分について、生命維持や快適な生活等にどのように利用されているか 

を科学的に探究しようとする態度を養う。 
  



８ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・さまざまな食品を栄養素に

基づいて分類することがで

きる。 

・天然高分子化合物と合成高

分子化合物の具体例をあげ

ることができる。 

・タンパク質を構成する分子

について理解し、説明する

ことができる。 

・食品が有機物でできている

ことについて実験を踏まえ

て説明することができる。 

・話し合いにおいて、他者の

意見を踏まえて自分の意見

を積極的に表現しようとし

ている。 

・酵素の働きや役割、性質に

ついて実験を通して探究し

ようとしている。 

 

９ 指導計画・評価計画 
  ２章 物質の科学 ２節 食品と衣料（全 12時間） 

１ 衣食にかかわるさまざまな物質（１時間） 

２ 食品にかかわる物質（６時間） 

３ 衣食にかかわる物質（５時間） 

時間 ねらい・学習活動 重点 記録 評価規準[評価方法] 

1 

・食品に含まれる栄養素について

確認をし、食事の大切さについ

て理解し、自身の食事について

考える。 
態  

・日常生活の中で栄養がしっ

かりとれているか確認し、

自身の食事について振り返

ることができている。 

2 

・炭水化物の構造について確認

し、酵素によって分解され、生

命活動のエネルギーになってい

ることを理解する。 
知 ○ 

・炭水化物の構造やどのよう

な流れで分解されるのかに

ついて理解をしている。[定
期考査] 

3 

・タンパク質の構造について理解

し、タンパク質を構成する分子

との関連を見出し説明する。 思 ○ 

・タンパク質の構造について

理解し、タンパク質を構成

する分子について説明する

ことができる。[行動観察・

ワークシート] 

4 

・代表的な脂質の１つである油脂

の構造について理解し、けん化

について理解する。 知  

・油脂の構造について理解

し、油脂に強いアルカリ性

物質を加えて加熱すると、

分解するけん化について理

解している。 

5 

・炭水化物、タンパク質、脂質の

分解で利用される酵素について

理解し、性質や効率の良い条件

について理解をする。 
知  

・酵素の働きについて理解

し、栄養素によって分解を

促進する酵素が違うことに

ついて理解している。 

    6 

(本時) 

・実験を通して、酵素の働きや役

割、性質について考え、探究す

る。 態 ○ 
・実験を通して、酵素の働き

や役割、性質について考

え、探究しようとしてい

る。[行動観察・記述分析] 
 



10 本時 

(1) 目標 

   酵素の働きや役割、性質について実験を通して探究しようとする。 
 

(2) 展開 

時間 学習活動 指導上の留意点 学習活動における 
具体の評価規準 評価方法 

導入 
(７分) 

 
 
 

・前時までの内容

について復習を

する。 
 
 

・酵素がどのような役割

を示す物質か確認させ

る。また、実験室の注

意事項についても確認

させる。 
 
 

  

展開 
(28分) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・本時の酵素実験

についての内容

について説明す

る。 
 
・どのような実験

結果になるか予

想をする。 
 
・実験結果をまと

め 、 考 察 を す

る。 
 
 

・前時までに習っている

酵素の性質について確

認をしながら本時の実

験内容を確認させる。 
 
・タブレットのワークシ

ートに個人の予想を記

入させる。 
 
・タブレットのワークシ

ートにグループの実験

結果をまとめさせる。

また、なぜ今回のよう

な実験結果が得られた

か、個人で考えさせ

る。必要であれば前回

の内容について改めて

確認をする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・実験を通して、酵

素の働きや役割、

性質について探究

し よ う と し て い

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
行動観察 
記述分析 

まとめ 
(５分) 

・本時の授業の内

容を振り返る。 
・本時の内容について振り

返り、生徒自身が探究し

たことについて確認させ

る。 

  

 
(3) 評価及び指導の例 

「十分満足できる」と判

断される状況 
酵素実験について実験結果により、過酸化水素の分解の速度の違

いを用いて、探究しようとしている。 
「おおむね満足できる」

状況を実現するための具

体的な指導 

酵素の体内での役割について、対照実験で行った実験結果を確認

させ、違いについて着目させ、探究の手がかりとなるように支援

する。 
 

酵素の働きや役割に、性質について考えてみよう。 


